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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　折り畳まれたシートで形成される冊子を対向する保持部材対で保持する保持手段と、
　前記保持手段により保持された冊子の折り頂部に圧接する第１の圧接部材と、前記第１
の圧接部材よりも冊子の厚さ方向の厚さの厚い第２の圧接部材と、を有する圧接手段と、
　前記圧接部材を前記折り頂部に沿って移動させる移動手段と、を備え、
　前記第１の圧接部材と前記第２の圧接部材の一方は、選択的に前記保持部材対の間に進
入して前記保持部材対により保持された冊子の折り頂部に圧接して前記折り頂部に沿って
移動しながら前記折り頂部を変形処理し、
　所定の厚さよりも厚い冊子を変形処理する場合、前記折り頂部を圧接するために前記第
２の圧接部材が選択され、前記第２の圧接部材による前記折り頂部を圧接する圧接方向の
押し込み量は前記第１の圧接部材によるものよりも大きいことを特徴とするシート処理装
置。
【請求項２】
　搬送される冊子の折り頂部を圧接方向の所定位置に位置決めする位置決め手段を備え、
前記第１、第２の圧接部材は、前記位置決め手段により所定位置に位置決めされた冊子の
折り頂部を圧接することを特徴とする請求項１に記載のシート処理装置。
【請求項３】
　前記位置決め手段は、搬送されてくる冊子の折り頂部を受け止める受け止め部材を有し
、前記受け止め部材は前記第１、第２の圧接部材と同軸上に設けられることを特徴とする
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請求項２に記載のシート処理装置。
【請求項４】
　前記受け止め部材は、冊子の厚さ方向、及び冊子の折り頂部と平行なシート幅方向に移
動可能であることを特徴とする請求項３に記載のシート処理装置。
【請求項５】
　前記第１、第２の圧接部材は、同軸上に設けられた回転部材であり、前記第２の圧接部
材の径は前記第１の圧接部材の径よりも大きいことを特徴とする請求項１乃至請求項４の
いずれか１項に記載のシート処理装置。
【請求項６】
　前記第１、第２の圧接部材と前記保持手段の少なくとも一方は、前記押し込み量を変更
するため前記第１、第２の圧接部材が前記折り頂部を圧接する圧接方向に移動可能である
ことを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか１項に記載のシート処理装置。
【請求項７】
　画像を形成する画像形成部と、
　画像形成されたシートに処理を施す請求項１乃至請求項６のいずれか１項に記載のシー
ト処理装置と、
　を備えることを特徴とする画像形成システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、折り畳まれたシートで形成される冊子の折り頂部を処理するシート処理装置
及び画像形成システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　概略２０枚以上のシートを一括に折り畳むと、折り頂部近傍が湾曲した冊子が仕上がる
ことがある。こうした冊子は、折りが不十分であり、折り畳まれても直ぐに開いてしまい
、見栄えの良くない外観を呈する。この様な冊子は、平坦な状態で載置することができな
いため、多数部積み重ねることが困難となっていた。こうした課題に対応すべく、変形処
理の一つとして冊子の折り頂部を四角く角付け処理する特許文献１に記載のシート処理装
置が開示されている。
【０００３】
　特許文献１に記載の発明は、冊子を折り曲げた状態で把持して固定するクランピングジ
ョー、クランピングジョーから突出する冊子の長さを規制可能な停止板、冊子の背部をプ
レス成形する圧接ローラ、を備えるシート処理装置に関するものである。こうしたシート
処理装置によれば、冊子の背部が角付けされ、冊子の背部の平坦化が実現される。そうし
た意味では、前述の見栄えの良くない外観が修正され、また、多数の冊子を積み重ねた際
にも冊子の姿勢は安定する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－２６０５６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載の発明では、クランピングジョーから突出する冊子の
折り頂部を圧接する構成となっているので、その変形量が大きいと角付け処理された折り
頂部が冊子の厚さ方向に広がってしまい、見栄えが低下することがあった。所定量突出し
た折り頂部に対して所定の圧接力を加えたとき、冊子の厚さが薄い場合には、折り頂部の
変形量が過多となり、逆に冊子の厚さが厚い場合には、折り頂部に対する圧接力が不足し
て変形不十分となるおそれがある。
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【０００６】
　本発明は、上記実情に鑑み、薄い冊子の折り頂部の過度の変形や厚い冊子の折り頂部の
変形不足を回避し、変形処理（角付け処理）された冊子の形状の安定化を図ることができ
るシート処理装置を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明のシート処理装置は、折り畳まれたシートで形成さ
れる冊子を対向する保持部材対で保持する保持手段と、前記保持手段により保持された冊
子の折り頂部に圧接する第１の圧接部材と、前記第１の圧接部材よりも冊子の厚さ方向の
厚さの厚い第２の圧接部材と、を有する圧接手段と、前記圧接部材を前記折り頂部に沿っ
て移動させる移動手段と、を備え、前記第１の圧接部材と前記第２の圧接部材の一方は、
選択的に前記保持部材対の間に進入して前記保持部材対により保持された冊子の折り頂部
に圧接して前記折り頂部に沿って移動しながら前記折り頂部を変形処理し、所定の厚さよ
りも厚い冊子を変形処理する場合、前記折り頂部を圧接するために前記第２の圧接部材が
選択され、前記第２の圧接部材による前記折り頂部を圧接する圧接方向の押し込み量は前
記第１の圧接部材によるものよりも大きいことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、冊子の折り頂部を圧接部材で圧接して変形（角付け）処理する際、薄
い冊子には押し込み量（圧接量）が小さくなるよう、厚い冊子には押し込み量（圧接量）
が大きくなるように冊子の厚さに応じて押し込み量（圧接量）を変更する。これにより、
薄い冊子の過度の変形や厚い冊子の変形不足を回避し、変形（角付け）処理された冊子の
形状の安定化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の第１の形態実施に係るシート処理装置が適用可能な複写装置の構成を示
す断面図である。
【図２】上記シート処理装置及び角付け処理装置の構成を示す断面図である。
【図３】角付け処理された冊子の構成を示す斜視図である。
【図４】上記角付け処理装置の構成を示す拡大断面図である。
【図５】図４のＱ－Ｑ線に沿う角付けユニットの主要部材の構成を示す概略図である。
【図６】図４のＲーＲ線に沿う角付けユニットの主要部材の構成を示す概略図である。
【図７】折り頂部がストッパ片、第１圧接片、第２圧接片に当接する当接状態を示す断面
図である。
【図８】角付けユニットの動作を示す工程図である。
【図９】角付けユニットの動作を示す工程図である。
【図１０】角付けユニットの動作を示す工程図である。
【図１１】上記複写装置のブロック図である。
【図１２】角付け処理制御部のブロック図である。
【図１３】角付け処理モードが選択された場合の角付け処理制御部の制御工程を示すフロ
ーチャートである。
【図１４】角付け処理無しモードが選択された場合の角付け処理制御部の制御工程を示す
フローチャートである。
【図１５】角付け処理有りモードが選択された場合の角付け処理制御部の制御工程を示す
フローチャートである。
【図１６】ストッパ片が冊子の折り頂部を受け止める状態を示す断面図である。
【図１７】第１圧接片が冊子の折り頂部を圧接する状態を示す断面図である。
【図１８】第２圧接片が冊子の折り頂部を圧接する状態を示す断面図である。
【図１９】本発明の第２の実施形態に係るストッパ片、第１圧接片、第２圧接片と折り頂
部が当接する当接状態を示す断面図である。
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【発明を実施するための形態】
【実施例】
【００１０】
　以下、本発明の好適な実施の形態を例示的に詳しく説明する。ただし、この実施の形態
に記載される構成部品の寸法、材質、形状、それらの相対位置等は、本発明が適用される
機構の構成や各種条件により適宜変更されるから、特に特定的な記載が無い限りは、本発
明の範囲をそれらのみに限定する趣旨のものではない。
【００１１】
　［第１実施形態］
　図１は、本発明の実施の形態に係るシート処理装置と画像形成装置本体を備えた画像形
成システムの構成を示す断面図である。図１に示されるように、本実施の形態に係る画像
形成システムである複写装置１０００は、プリンタ部３００と、フィニッシャ５００、中
綴じ製本部８００（図２参照）、角付け処理装置６００等を有する。なお、画像形成装置
本体は、原稿シート給送部１００、イメージリーダ部２００及びプリンタ部３００を含ん
で、プリンタ部３００は、シートに画像を形成する画像形成部を備える。
【００１２】
　プリンタ部３００は、感光体ドラム１１１、露光制御部１１０、現像器１１３、転写器
１１６を備える。露光制御部１１０は、イメージセンサ１０９により読み取られた原稿シ
ートの画像データに所定の画像処理が施されたものを受信する。露光制御部１１０は、画
像信号に応じたレーザ光を出力する。レーザ光は、ポリゴンミラー１１０ａにより走査さ
れながら感光体ドラム１１１の表面に照射される。感光体ドラム１１１の表面には、走査
されたレーザ光に応じた静電潜像が形成される。前述の感光体ドラム１１１、露光制御部
１１０、現像器１１３、転写器１１６を含んで画像形成部１００３が構成される。
【００１３】
　感光体ドラム１１１の表面に形成された静電潜像は、現像器１１３により現像され、ト
ナー像として可視化される。一方、シートは、給紙部１００２を構成するカセット１１４
、１１５、手差し給送部１２５、両面搬送パス１２４の何れかから転写器１１６へ搬送さ
れる。そして、可視化されたトナー像が転写器１１６においてシートに転写される。転写
後のシートには、定着器１１７にて定着処理が施される。
【００１４】
　シートは、定着器１１７を通過した後にフラッパ１２１により一旦パス１２２に導かれ
る。シートの後端がフラッパ１２１を抜けると、シートはスイッチバックされ、フラッパ
１２１により排出ローラ１１８へと搬送される。シートは排出ローラ１１８によりプリン
タ部３００から排出される。これにより、トナー像が形成された面が下向きに向けられた
状態（フェイスダウン）でシートがプリンタ部３００から排出される。シートが紙の場合
には、この現象は反転排紙と称される。なお、シートの両面印刷の場合には、シートの後
端がフラッパ１２１を抜けると、シートがスイッチバックされ、フラッパ１２１により両
面搬送パス１２４へと導かれる。
【００１５】
　図２は、フィニッシャ５００及び角付け処理装置６００の構成を示す断面図である。図
２に示されるフィニッシャ５００は、シートを複数取り込んで整合し、１つのシート束と
して束ねる束ね処理、シート束の後端側をステイプルするステイプル処理（綴じ処理）、
ソート処理、ノンソート処理等するための装置である。フィニッシャ５００は、搬送され
たシートを内部に取り込むための搬送パス５２０を備える。搬送パス５２０には、複数の
搬送ローラ対が設けられている。搬送パス５２０の途中には穴開け処理部であるパンチユ
ニット５３０が設けられる。パンチユニット５３０は必要に応じて駆動し、搬送されるシ
ートの後端部に穴開け（穿孔）処理を行う。
【００１６】
　次に、中綴じ製本部８００の構成を説明する。下搬送パス５２２の途中には切替フラッ
パ５１４が配置される。この切替フラッパ５１４によって切り替えられたシートは、サド
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ル排出パス５２３を通過して、中綴じ製本部８００へ送られる。シートはサドル入口ロー
ラ対８０１に受け渡され、サイズに応じてソレノイドにより動作するフラッパ８０２によ
り搬入口を選択されて、中綴じ製本部８００の収納ガイド８０３の内部に搬入される。シ
ートは、滑りローラ８０４により先端が可動式のシート位置決め部材８０５に接するまで
搬送される。サドル入口ローラ対８０１及び滑りローラ８０４はモータＭ１により駆動さ
れる。また、収納ガイド８０３の途中位置には、収納ガイド８０３を挟んで対向配置され
たステイプラ８２０が設けられている。ステイプラ８２０は、針を突き出すドライバー８
２０ａ及び突き出された針を折り曲げるアンビル８２０ｂに分割されている。なお、シー
ト位置決め部材８０５は、シートが搬入されるときに、シート搬送方向Ｘの中央部が、こ
のステイプラ８２０の綴じ位置になる位置で停止する。シート位置決め部材８０５は、モ
ータＭ２の駆動を受けて移動自在であり、シートサイズに応じて位置を変える。
【００１７】
　ステイプラ８２０の下流側には、折りローラ対８１０ａ、８１０ｂが設けられており、
折りローラ対８１０ａ、８１０ｂの対向位置には、折りローラ対８１０ａ、８１０ｂとと
もに折り部を構成する突き出し部材８３０が設けられている。この突き出し部材８３０は
、収納ガイド８０３から退避した位置をホームポジションとしていて、モータＭ３の駆動
により収納されたシート束に向けて突き出すと、シート束を、折りローラ対８１０ａ、８
１０ｂのニップに押し込みながら折り畳むのである。突き出し部材８３０はその後、再び
ホームポジションに戻る。なお、折りローラ対８１０ａ、８１０ｂ間には、シート束に折
り目付けをするのに充分な圧Ｆ１が不図示のバネにより掛けられている。折り目付けされ
たシート束は、第１折り搬送ローラ対８１１ａ、８１１ｂ、第２折り搬送ローラ対８１２
ａ、８１２ｂを介して、角付け処理装置６００（図１参照）に搬送される。第１折り搬送
ローラ対８１１ａ、８１１ｂ及び第２折り搬送ローラ対８１２ａ、８１２ｂにも、折り目
付けされたシート束を搬送及び停止させるのに充分な圧Ｆ２、Ｆ３が掛けられている。
【００１８】
　折りローラ対８１０ａ、８１０ｂ、第１折り搬送ローラ対８１１ａ、８１１ｂ、第２折
り搬送ローラ対８１２ａ、８１２ｂは、同一のモータＭ４（不図示）により等速回転する
。また、ステイプラ８２０で綴じられたシート束を折り畳む場合は、ステイプル処理終了
後に、シート束のステイプル位置が折りローラ対８１０ａ、８１０ｂのニップ位置にくる
ように、シート位置決め部材８０５を、ステイプル処理時の場所から所定距離で降下させ
る。これによりステイプル処理を施した位置を中心にしてシート束を折りたたむことがで
きる。また、整合板対８１５は折りローラ対８１０ａ、８１０ｂの外周面を周りながら収
納ガイド８０３に突き出した面を持ち、収納ガイド８０３に収納されたシートを整合する
整合板対である。整合板対８１５は、モータＭ５の駆動を受けて、シートに対し、挟みこ
み方向に移動することで、シート幅方向で位置決めする。
【００１９】
　図３は、角付け処理装置６００で角付け処理された冊子Ｋの構成を示す斜視図である。
【００２０】
　図４は、角付け処理装置６００の構成を示す拡大断面図である。角付け処理装置６００
は、中綴じ製本部８００（図２参照）よりもシート搬送方向Ｘの下流側に配置される。図
４に示されるように、角付け処理装置６００は冊子受け取り部６１０を備える。冊子受け
取り部６１０は、中綴じ製本部８００から冊子Ｓを受け取って搬送するために、シート搬
送方向Ｘに伸びる下搬送ベルト６１１を備える。冊子Ｓの受け渡し時には下搬送ベルト６
１１は矢印の方向に回転している。したがって、第２折り搬送ローラ対８１２ａ、８１２
ｂから冊子Ｓが落下すると、冊子Ｓは、転がることなく搬送されてきた姿勢のまま受け取
られる。
【００２１】
　下搬送ベルト６１１を挟むようにした下搬送ベルト６１１の外側にはサイドガイド対６
１２が配設される。サイドガイド対６１２がシート搬送方向Ｘと直交するシート幅方向Ｙ
に動作することで、冊子Ｓのシート幅方向Ｙの位置は修正される。また、サイドガイド対
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６１２の上側には、冊子Ｓの開きを防止する押えガイド６１４が形成されている。この押
えガイド６１４は、シート搬送方向Ｘの下流部へスムーズに冊子Ｓを受け渡すためのガイ
ドとして機能する。さらに、下搬送ベルト６１１を挟んだ両側には、下搬送ベルト６１１
と平行に移動する搬送爪６１３が配設されている。搬送爪６１３は、下搬送ベルト６１１
と略同じ速度で正方向移動及び逆方向移動する。下搬送ベルト６１１と冊子Ｓとの間にす
べりが生じた場合は、この搬送爪６１３が冊子Ｓの後端と接触し、確実に冊子Ｓの後端を
シート搬送方向Ｘの下流側へと押し込む。なお、下搬送ベルト６１１、サイドガイド対６
１２、搬送爪６１３は、それぞれ駆動モータＳＭ１、ＳＭ２、ＳＭ３の駆動を受けて動作
する。入口検知センサ６１５は、中綴じ製本部８００から受け取られた冊子Ｓが下搬送ベ
ルト６１１の上にあるか否かを検知する。出口検知センサ６１６は、冊子Ｓを検知するこ
とによりサイドガイド対６１２、搬送爪６１３を動作させるための入力信号を発信可能で
ある。
【００２２】
　搬送部６２０は、冊子受け取り部６１０から冊子Ｓを受け取ってシート搬送方向Ｘの下
流へと冊子Ｓを搬送する下搬送ベルト６２１及び上搬送ベルト６２２を備える。上搬送ベ
ルト６２２は、支点６２３を中心に冊子Ｓの厚さによって回動できるようになっており、
下搬送ベルト６２１へ不図示のバネにより押圧されている。上搬送ベルト６２２及び下搬
送ベルト６２１は駆動モータＳＭ４によって駆動する。
【００２３】
　角付け処理装置６００は、冊子Ｓの折り頂部Ｔの近傍を上下から押さえつける保持手段
である保持ユニット６３０、及び、冊子Ｓの折り頂部Ｔを位置決めしてかつ冊子Ｓの折り
頂部Ｔを圧接する圧接手段である角付けユニット６４０で構成されている。
【００２４】
　保持手段としての保持ユニット６３０は、第１保持部材である下側保持板６３１及び第
２保持部材である上側保持板６３３を備える。下側保持板６３１は、冊子Ｓを下側から保
持する第１保持面である下保持面６３１ａ（図７参照）を有し、上側保持板６３３は、冊
子Ｓを上側から保持する第２保持面である上保持面６３３ａ（図７参照）を有する。保持
ユニット６３０は、折り畳まれたシートで形成される冊子Ｓを対向する下保持面６３１ａ
及び上保持面６３３ａで保持する。下側保持板６３１は固定されるが、上側保持板６３３
は昇降可能に構成されている。
【００２５】
　保持ユニット６３０の上部は、駆動モータＳＭ５の駆動でリンク６３６、６３７、６３
８を介して昇降する強固な保持ベース６３２、スライド連結部材６３４で連結された上側
保持板６３３、及びスライド連結部材６３４の外周に配置される圧縮バネ６３５を備える
。保持ベース６３２が上位置にあるときに、下側保持板６３１及び上側保持板６３３は離
間しており、その間に冊子Ｓが搬送される。また、保持ベース６３２が下位置にあるとき
には、冊子Ｓの厚さに応じて伸縮する圧縮バネ６３５によって、冊子Ｓは下側保持板６３
１及び上側保持板６３３で確実に挟圧保持される。下側保持板６３１及び上側保持板６３
３が冊子Ｓを保持する下保持面６３１ａ及び上保持面６３３ａは、突起のない平滑面であ
る。そのために、冊子Ｓを挟圧保持したときに冊子Ｓに圧接痕をつけるようなことは抑制
される。上死点検知センサ６３９は、保持ベース６３２が上位置にあることを検知するセ
ンサである。厚さ検知センサ６８１は、冊子Ｓを固定したときの上側保持板６３３の位置
を検知して冊子Ｓの厚さを検知するセンサである。
【００２６】
　角付けユニット６４０は、第１、第２の圧接部材である第１圧接片６５０及び第２圧接
片６５１、切替手段である切替ベース６４４及びスライドネジ６４５、を備える。また、
角付けユニット６４０は、移動手段であるタイミングベルト６５２ａ、６５２ｂ、位置決
め手段であるストッパ片６４９（図５の６４９ａ、６４９ｂを参照）を備える。第１圧接
片６５０及び第２圧接片６５１は、それぞれ圧接位置６５０ｐ、６５１ｐ（図７参照）に
おいて折り頂部Ｔに圧接して変形処理し、支持軸６４８ａ、６４８ｂに対して同軸上に設
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けられる。第１圧接片６５０及び第２圧接片６５１は、互いに対向する下保持面６３１ａ
及び上保持面６３３ａで保持される冊子Ｓの折り頂部Ｔに対し、保持部材対間即ち下側保
持板６３１及び上側保持板６３３の間（図７参照）に進入して圧接する。圧接にあたって
、第２圧接片６５１及び第１圧接片６５０は、支持軸６４８ａの回転により回転する回転
部材である。複数すなわち２つの第２圧接片６５１及び第１圧接片６５０は、冊子Ｓの厚
さ方向の厚さ（高さ）及び外径が異なる構成である。従って、第１圧接片６５０及び第２
圧接片６５１の厚さは異なり、変形前の冊子Ｓの折り頂部Ｔから第１圧接片６５０の第１
圧接位置６５０ｐ及び第２圧接片６５１の第２圧接位置６５１ｐまでの圧接方向の変形量
が異なる。詳しくは後述するが、第１圧接片６５０及び第２圧接片６５１の圧接方向の変
形量は、保持される冊子Ｓの厚さが厚い程大きい。なお、ストッパ片６４９ａ、６４９ｂ
の冊子Ｓの厚さ方向の厚さ（高さ）及び外径も第１圧接片６５０及び第２圧接片６５１と
異なる。
【００２７】
　切替手段である切替ベース６４４及びスライドネジ６４５は、第１圧接片６５０及び第
２圧接片６５１、及び、ストッパ片６４９ａ、６４９ｂを選択的に切り替え可能に構成さ
れている。移動手段であるタイミングベルト６５２ａ、６５２ｂは、選択された第１圧接
片６５０及び第２圧接片６５１を折り頂部Ｔに沿って移動させる。角付けユニット６４０
は、冊子Ｓの厚さに基づいて第１圧接片６５０及び第２圧接片６５１のうち下側保持板６
３１と上側保持板６３３の間に進入可能で、冊子Ｓの厚さに対応する厚さの方を選択して
折り頂部Ｔに沿って圧接させつつ移動させるようになっている。
【００２８】
　位置決め手段であるストッパ片６４９ａ、６４９ｂは、搬送される冊子Ｓの折り頂部Ｔ
をシート搬送方向Ｘの所定位置（受け止め位置６４９ｐ）に位置決めする。前述の選択さ
れた第１圧接片６５０及び第２圧接片６５１は、ストッパ片６４９ａ、６４９ｂにより折
り頂部Ｔが受け止め位置６４９ｐに位置決めされた冊子Ｓに接する。詳しくは後述するが
、ストッパ片６４９ａ、６４９ｂは、搬送されてくる冊子Ｓの折り頂部Ｔを受け止め位置
６４９ｐで受け止める受け止め部材として機能する。
【００２９】
　図５は、図４のＱ－Ｑ線に沿う方向から見た角付けユニット６４０の主要部材の構成を
示す概略図である。図５に示されるように、角付けユニット６４０は、移動ユニット６５
６ａ及び移動ユニット６５６ｂといった２つの移動ユニットを備える。これらの移動ユニ
ット６５６ａ、６５６ｂは、不図示の枠体に支持される図４に示されるスライド軸６４２
、６４３に沿って移動可能となっており、図５に示されるように、矢印Ａの方向に移動可
能に支持される。この矢印Ａの方向の移動のために、移動ユニット６５６ａ、６５６ｂは
、連結部材６５３ａによってタイミングベルト６５２ａに取り付けられる。また、タイミ
ングベルト６５２ａは、プーリ６５４ａ、６５５ａを介して駆動モータＳＭ６によって駆
動される。
【００３０】
　図６は、図４のＲ－Ｒ線に沿う方向から見た角付けユニット６４０の主要部材の構成を
示す概略図である。図６に示されるように、前述したと同様に、角付けユニット６４０は
、移動ユニット６５６ａ及び移動ユニット６５６ｂといった２つの移動ユニットを備える
。また、図６に示されるように、角付けユニット６４０は、不図示の枠体に支持されて水
平方向に延びるスライド軸６４２、６４３を備える。移動ユニット６５６ａ及び移動ユニ
ット６５６ｂは、矢印Ａの方向に移動可能に支持されている。
【００３１】
　移動ユニット６５６ａは移動ベース６４１ａを備え、移動ユニット６５６ｂは移動ベー
ス６４１ｂを備える。移動ベース６４１ａにはスライド軸６４６、６４７が上下方向に延
びるように固定される。このスライド軸６４６、６４７に沿って切替ユニット６５７がス
ライド可能に支持されている。切替ユニット６５７は、スライド軸６４６、６４７と平行
に配置されるスライドネジ６４５、及び、スライドネジ６４５を回転させる駆動モータＳ
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Ｍ８の駆動によって、スライドネジ６４５に沿って矢印Ｂで示す上下方向へと移動可能に
構成されている。
【００３２】
　切替ユニット６５７は切替ベース６４４を備える。切替ベース６４４には支持軸６４８
ａが回転自在に取り付けられている。支持軸６４８ａには、前述したように位置決め手段
であるストッパ片６４９ａ、６４９ｂ、圧接部材である第１圧接片６５０、第２圧接片６
５１が固定されている。
【００３３】
　ストッパ片６４９ａは、前述したストッパ片６４９ｂと協同して、搬送されてくる冊子
Ｓの折り頂部Ｔが突き当たることで、冊子Ｓを変形（角付け）処理する位置に冊子Ｓを位
置決めする部材である。第１圧接片６５０、第２圧接片６５１は冊子Ｓの折り頂部Ｔを圧
接して変形（角付け）処理する部材であり、冊子Ｓの厚さに応じて切替ユニット６５７を
図６の矢印Ｂの方向に移動することで切り替える。切替ユニット６５７には基準位置検知
センサ６５９があり、矢印Ｂの方向に移動するときの基準位置となっている。
【００３４】
　移動ユニット６５６ｂは、連結部材６５３ｂによってタイミングベルト６５２ｂに取り
付けられ、プーリ６５４ｂ、６５５ｂを介して駆動モータＳＭ７によって駆動される。移
動ユニット６５６ｂは、移動ベース６４１ｂを有する。移動ベース６４１ｂには、支持軸
６４８ｂが回転自在に取り付けられている。支持軸６４８ｂにはストッパ片６４９ｂが固
定されている。ストッパ片６４９ｂはストッパ片６４９ａと協同し、搬送されてくる冊子
Ｓの折り頂部Ｔが突き当たることで角付け処理する位置に位置決めする部材である。なお
、移動ユニット６５６ａ、移動ユニット６５６ｂには、それぞれ、基準位置検知センサ６
５８ａ、６５８ｂがあり、矢印Ａ方向に移動するときの基準位置となっている。
【００３５】
　上述したような構成であるために、ストッパ片６４９ａ、６４９ｂ、第１圧接片６５０
、第２圧接片６５１は、冊子Ｓの折り頂部Ｔと平行なシート幅方向Ｙに移動可能であるが
、冊子Ｓの折り頂部Ｔと直交するシート搬送方向Ｘには移動できない（図７参照）。なお
、ストッパ片６４９ａは昇降可能であるが、ストッパ片６４９ｂは昇降しないように構成
されている。
【００３６】
　図７は、冊子Ｓの折り頂部Ｔがストッパ片６４９ａ、６４９ｂに当接する当接状態、及
び第１圧接片６５０、第２圧接片６５１に圧接された圧接状態を示す断面図である。図７
に示されるストッパ片６４９ａ、６４９ｂ、第１圧接片６５０、第２圧接片６５１は、い
ずれも円盤状に形成される。このストッパ片６４９ａ、６４９ｂ、第１圧接片６５０、第
２圧接片６５１の厚さ及び外径に関しては、以下に詳述する。
【００３７】
　保持部材である下側保持板６３１及び上側保持板６３３は、前述したようにそれぞれ下
保持面６３１ａ及び上保持面６３３ａを有する。下保持面６３１ａ及び上保持面６３３ａ
と直交する方向（支持軸６４８ａ、６４８ｂの方向）から見て、下保持面６３１ａ及び上
保持面６３３ａは、冊子Ｓの折り頂部Ｔの領域を全て含んで冊子Ｓを保持する。これに関
しても、以下に詳述する。
【００３８】
　図７（ａ）及び図７（ｂ）に示されるように、ストッパ片６４９ａ、６４９ｂの直径は
Ｄ１で形成される。冊子Ｓは下側保持板６３１及び上側保持板６３３の間に入り込む。そ
して、冊子Ｓは、下側保持板６３１及び上側保持板６３３の間で下側保持板６３１及び上
側保持板６３３のシート搬送方向Ｘの下流側から突出しない位置で位置決めされるように
なっている。予め、ストッパ片６４９ａ及びストッパ片６４９ｂの冊子Ｓの厚さ方向の厚
さ（高さ）はＨ１に設定され、搬送されてくる冊子Ｓの厚さよりも厚く（高く）設定され
ている。これは、冊子Ｓが厚い場合であっても、冊子Ｓの折り頂部Ｔがストッパ片６４９
ａ及びストッパ片６４９ｂを乗り越えるのを防止するためである。
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【００３９】
　本実施の形態における中綴じ製本部８００で作成される冊子Ｓとしては、シートの１枚
を二つ折りした冊子からシート２５枚を二つ折りした冊子を想定している。そのうち、１
枚から１０枚までのシートを二つ折りした冊子Ｓは角付け処理せず、１１枚から２５枚ま
でのシートを二つ折りした冊子Ｓを角付け処理するように設定している。
【００４０】
　これは、１枚から１０枚までのシートを二つ折りした冊子は厚さが薄く、折り頂部Ｔの
湾曲部が小さいため、変形処理としての角付け処理する変形量（押し込み量）を確保しに
くい、十分な折りであるため角付け処理しても冊子の開き易さが変わらないことによる。
１１枚から２５枚までのシートを二つ折りした冊子は角付け処理される。そして、シート
１１枚から２５枚を二つ折りした冊子は厚さが厚いことに加えて厚さ領域の幅が大きいた
めに、冊子の厚さを二段階に分ける。そして、図７（ｃ）、（ｄ）、（ｅ）、（ｆ）のよ
うに冊子Ｓの厚さがＴ２からＴ３のときは厚さＨ２の第１圧接片６５０に、冊子Ｓの厚さ
がＴ３（所定の厚さ）を超えるＴ４からＴ５のときは厚さＨ３の第２圧接片６５１に切り
替えてシート処理を行うようになっている。
【００４１】
　また、ストッパ片６４９ａ、６４９ｂの直径Ｄ１、第１圧接片６５０の直径Ｄ２、第２
圧接片６５１の直径Ｄ３は、Ｄ１＜Ｄ２＜Ｄ３という関係になっている。比較的薄めの冊
子Ｓを角付け処理するのに使用する第１圧接片６５０のときは、折り頂部Ｔの湾曲部の大
きさに対応する変形量（押し込み量）Ｐ２＝（Ｄ２－Ｄ１）／２である。このＰ２は第１
圧接片６５０の折り頂部Ｔに対する進入量とも言える。厚い冊子Ｓを角付け処理するのに
使用する第２圧接片６５１のときは、折り頂部Ｔの湾曲部の大きさに対応する変形量（押
し込み量）Ｐ３＝（Ｄ３－Ｄ１）／２である。このＰ３は第２圧接片６５１の折り頂部Ｔ
に対する進入量とも言える。薄めの冊子Ｓに比べて厚い冊子Ｓの変形量（押し込み量）が
大きくなるよう（Ｐ２＜Ｐ３）に設定している。
【００４２】
　本実施の形態において、上下保持板６３１、６３３の保持面は、冊子の折り頂部が圧接
される前には冊子の折り頂部と当接しない。そして、圧接片による冊子の折り頂部の圧接
が開始されると、上下保持板６３１、６３３の保持面と当接していない冊子の折り頂部が
変形し始める。しかしながら、上下保持板６３１、６３３の保持面によって保持面間隔、
すなわち上下保持板６３１、６３３によって保持された冊子の厚さを超えるような変形が
規制される。このとき、上下保持板６３１、６３３の保持面は、折り頂部の、冊子の厚さ
方向の変形を規制する規制面として機能する。このように保持面間隔内で変形処理される
ことで折り頂部の厚さ方向の変形が制限され、積載性が向上する。
【００４３】
　本実施の形態において、上下保持板６３１、６３３の押さえ面は、互いに平行な上下保
持板６３１、６３３の保持面と連続する平滑面として設定されているが、冊子の厚さを超
えるような変形を押さえられればよく、必ずしも平行でなくてもよい。また、押さえ面は
上下保持板６３１、６３３の保持面と連続している必要はなく、別部材で設けてもよい。
【００４４】
　本実施の形態において、変形処理としての角付け処理する変形量（押し込み量）は、ス
トッパ片６４９ａ、６４９ｂによる位置決め位置ではなく、第１圧接片６５０及び第２圧
接片６５１の直径の大きさで設定している。上述のように、薄い冊子Ｓでも厚い冊子Ｓで
も同じストッパ片６４９ａ、６４９ｂで位置決めするので、冊子の厚さにかかわらず同じ
位置に位置決めすることができる。そして、本実施の形態において、冊子Ｓの厚さが薄い
角付け処理に使用する圧接片の厚さが薄くて直径が小さく、冊子Ｓの厚さが厚いと角付け
処理に使用する圧接片の厚さが厚くて直径が大きくなっている。これは、冊子Ｓの厚さに
よらず位置決めする位置を同じにして、薄い冊子Ｓに比べて厚い冊子Ｓの押し込み量が常
に大きくなるように設定し、また、薄い冊子Ｓの過度の変形や厚い冊子Ｓの変形不足を回
避し、角付け処理された冊子Ｓの形状を安定化するためである。
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【００４５】
　なお、本実施の形態では、冊子Ｓの厚さを２つに場合わけし、互いに厚さ及び外径が異
なる２種類の第１圧接片６５０及び第２圧接片６５１が使用される場合を例示したが、上
記実施の形態に限定されない。すなわち、互いに厚さ及び外径が異なる３種類又は４種類
又はそれ以上の種類の圧接片が用いられても良い。
【００４６】
　また、同じ厚さの冊子Ｓでも、使用するメディアによって冊子Ｓの剛度（変形し易さ）
が異なることがある。こういった場合には、圧接片の形状は円盤状に限定されない。すな
わち、圧接片の折り頂部を圧接する圧接面の中央が凸状に形成されるなど圧接面の形状が
変更されても良い。また、圧接面の形状が異なる圧接片を複数用意しておいて、使用して
いるメディアによって複数の圧接片が切り替えられても良い。
【００４７】
　図８、図９、図１０は、角付けユニット６４０の動作を示す工程図である。図５で前述
したが、移動ユニット６５６ａ、６５６ｂがスライドすることにより、ストッパ片６４９
ａ、６４９ｂ、第１圧接片６５０、第２圧接片６５１は、保持ユニット６３０の下側保持
板６３１及び上側保持板６３３の間を矢印Ａの方向に移動可能である。そして、移動ユニ
ット６５６ａが下側保持板６３１及び上側保持板６３３の間から外れた位置に配置された
ときに、図６に示される切替ユニット６５７がスライドネジ６４５に沿ってスライドする
。そして、図７に示されるように、下側保持板６３１及び上側保持板６３３の間に配置さ
れるべき第１圧接片６５０と第２圧接片６５１が切り替えられる。移動ユニット６５６ａ
が外れた位置に配置されるとは、下側保持板６３１及び上側保持板６３３の脇に配置され
ることをいう（図８（ａ）参照）。
【００４８】
　図８（ａ）に示されるように、冊子Ｓが保持ユニット６３０で位置決めされるときには
、ストッパ片６４９ａ、６４９ｂは、下側保持板６３１及び上側保持板６３３の間で、シ
ート幅方向Ｙの中心を対称として冊子Ｓの幅寸法よりも内側に配置される。これにより、
冊子Ｓの折り頂部Ｔがストッパ片６４９ａ、６４９ｂに突き当てられて、冊子Ｓは位置決
めされる。冊子Ｓがストッパ片６４９ａ、６４９ｂまで搬送されたことは、位置決め検知
センサ６２６により検知される。また、ストッパ片６４９ａ、６４９ｂの厚さ寸法は、厚
い冊子Ｓの折り頂部Ｔが突き当たって位置決めできるように、冊子Ｓの厚さよりも厚く設
定されている（図７（ａ）（ｂ）参照）。下側保持板６３１及び上側保持板６３３の間に
ストッパ片６４９ａ、６４９ｂが位置するときは、上側保持板６３３は冊子Ｓを保持でき
ないようになっている。このことから、ストッパ片６４９ａ、６４９ｂは、冊子Ｓを位置
決めする機能のみを有し、冊子Ｓに対して圧接する機能を有しない（図７（ａ）（ｂ）参
照）。
【００４９】
　図８（ｂ）に示されるように、冊子Ｓが位置決めされた後には、ストッパ片６４９ａ、
６４９ｂは、下側保持板６３１及び上側保持板６３３の脇に配置される。そして、冊子Ｓ
の折り頂部Ｔ及びその近傍は、保持ユニット６３０の下側保持板６３１及び上側保持板６
３３の間で押圧保持される。このときに、冊子Ｓの折り頂部Ｔは、下側保持板６３１及び
上側保持板６３３のシート搬送方向Ｘの下流側の端面から突出しない。なお、このときに
、冊子Ｓは、搬送部６２０の下搬送ベルト６２１及び上搬送ベルト６２２により挟持され
ているので、ずれることはない。
【００５０】
　図９（ａ）に示されるように、厚さ検知センサ６８１（図４参照）が検知する冊子Ｓの
厚さに基づいて切替ユニット６５７（図６参照）が駆動して、ストッパ片６４９ａは、第
１圧接片６５０、第２圧接片６５１に切り替えられる。図９（ａ）は、第２圧接片６５１
に切り替えられた状態を示している。
【００５１】
　図９（ｂ）に示されるように、移動ユニット６５６ａが冊子Ｓの一方の角部から他方の
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角部の方に向かって移動される。これにより、第２圧接片６５１が冊子Ｓの折り頂部Ｔに
圧接され、冊子Ｓの背部は角付け処理されるようになっている。図１０（ａ）に示される
ように、移動ユニット６５６ａが冊子Ｓの他方の角部を越えて移動されて移動ユニット６
５６ｂの近傍まで到達すると、移動ユニット６５６ａは停止される。図１０（ｂ）に示さ
れるように、角付け処理された冊子Ｓは、シート搬送方向Ｘの下流側へと搬送される。折
り頂部Ｔが角付け処理された冊子Ｋは、前述した図３に示されるようになる。
【００５２】
　図４に示されるように、角付けユニット６４０は搬送部６６０を備える。搬送部６６０
は下搬送ベルト６６１及び上搬送ベルト６６２を備える。冊子Ｓは角付け処理されて冊子
Ｋとなり、冊子Ｋでは保持ユニット６３０の押圧保持が解除され、下搬送ベルト６６１及
び上搬送ベルト６６２によってシート搬送方向Ｘの下流側へと搬送される。上搬送ベルト
６６２は支点６６３を中心に冊子Ｋの厚さによって回動できるようになっており、下搬送
ベルト６６１へ不図示のバネにより押圧されている。下搬送ベルト６６１及び上搬送ベル
ト６６２は搬送部６２０と駆動連結されており、駆動モータＳＭ４によって駆動するよう
になっている。
【００５３】
　また、図４に示されるように、角付け処理装置６００は、搬送部６６０から排出された
冊子Ｋが積載されるコンベアベルト６７１を備える。コンベアベルト６７１は、駆動モー
タＳＭ１０の駆動力に基づいて、冊子Ｋが排出される度に所定量の移動を繰り返して冊子
Ｋをシート搬送方向Ｘに搬送し、シート搬送方向Ｘの下流側で冊子Ｋを積載する。なお、
冊子Ｋが搬送部６６０から排出されたことは、排出検知センサ６６４により検知される。
【００５４】
　図１１は、複写装置１０００のブロック図である。図１１に示されるように、複写装置
１０００の内部のＣＰＵ回路部１５０は、ＣＰＵ（不図示）を有し、ＲＯＭ１５１に格納
された制御プログラム及び操作部１の設定に従って各制御部を制御する。すなわち、ＣＰ
Ｕ回路部１５０は、原稿給送制御部１０１、イメージリーダ制御部２０１、画像信号制御
部２０２、プリンタ制御部３０１、フィニッシャ制御部５０１、外部Ｉ／Ｆ２０３を制御
する。そして、原稿給送制御部１０１は原稿シート給送部１００を、イメージリーダ制御
部２０１はイメージリーダ部２００を、プリンタ制御部３０１はプリンタ部３００を制御
する。また、フィニッシャ制御部５０１はフィニッシャ５００、中綴じ製本部８００を、
角付け処理制御部６０１はフィニッシャ制御部５０１からの指令に基づき角付け処理装置
６００を制御する。
【００５５】
　操作部１は、画像形成に関する各種機能を設定するための複数のキー、設定状態を表示
するための表示部等を有する。操作部１は、ユーザによる各キーの操作に対応するキー信
号をＣＰＵ回路部１５０に出力すると共に、ＣＰＵ回路部１５０からの信号に基づき対応
する情報を表示部に表示する。
【００５６】
　ＲＡＭ１５２は、制御データを一時的に保持するための領域や、制御に伴う演算の作業
領域として用いられる。外部Ｉ／Ｆ２０３は、複写装置１０００と外部のコンピュータ２
０４とのインタフェースであり、コンピュータ２０４からのプリントデータをビットマッ
プ画像に展開し、画像データとして画像信号制御部２０２へ出力する。また、イメージリ
ーダ制御部２０１から画像信号制御部２０２へは、イメージセンサ（不図示）で読み取っ
た原稿シートの画像が出力される。プリンタ制御部３０１は、画像信号制御部２０２から
の画像データを露光制御部（不図示）へ出力する。
【００５７】
　図１２は、角付け処理制御部６０１のブロック図である。図１２に示されるように、角
付け処理制御部６０１は各駆動モータを制御するようになっている。すなわち、角付け処
理制御部６０１は、冊子受け取り部６１０の下搬送ベルト６１１用の駆動モータＳＭ１、
サイドガイド対６１２用の駆動モータＳＭ２、搬送爪６１３用の駆動モータＳＭ３の駆動
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を制御する。また、角付け処理制御部６０１は、搬送部６２０及び搬送部６６０の駆動モ
ータＳＭ４、保持ユニット６３０用の駆動モータＳＭ５の駆動を制御する。さらに、角付
け処理制御部６０１は、角付け処理用の駆動モータＳＭ６、角付け処理用の駆動モータＳ
Ｍ７、圧接片切替用の駆動モータＳＭ８、コンベアベルト６７１用の駆動モータＳＭ１０
の駆動を制御する。
【００５８】
　前述した構成を前提として、角付け処理装置６００における角付け処理に関して冊子Ｓ
の流れと共に、角付け処理装置６００の各部の動作を説明する。まず、操作部１では、中
綴じモードが選択されると、角付け処理モードを設定するか否かが選択可能になる。角付
け処理モードが選択されなかった場合は、中綴じ製本部８００で作成された中綴じ冊子Ｓ
は、下搬送ベルト６１１、搬送爪６１３、搬送部６２０、搬送部６６０によって、コンベ
アベルト６７１に排出される（図４参照）。このとき、サイドガイド対６１２、上側保持
板６３３、移動ユニット６５６ａ、６５６ｂは、シートの搬送路を遮らない位置に待避し
ている。角付け処理モードが選択された場合には、角付け処理装置６００は、以下に説明
するように動作する。
【００５９】
　図１３は、角付け処理モードが選択された場合の角付け処理制御部６０１の制御工程を
示すフローチャートである。図１３に示されるように、角付け処理モードが選択される（
ステップＳ１、以下、「ステップ」を単に「Ｓ」と記載する。例えばＳ１。）。角付け処
理制御部６０１は、角付け処理装置６００にイニシャル動作をさせる（Ｓ２）。このイニ
シャル動作にあたって、サイドガイド対６１２が基準位置に移動され、搬送爪６１３が基
準位置に移動される。また、保持ベース６３２が上位置に移動されて上死点検知センサ６
３９がＯＮ（オン）になる。加えて、移動ユニット６５６ａ、６５６ｂが基準位置に移動
されて基準位置検知センサ６５８ａ、６５８ｂがＯＮ（オン）になる。加えて、切替ユニ
ット６５７が基準位置に移動されて基準位置検知センサ６５９（図６参照）がＯＮ（オン
）になる。
【００６０】
　角付け処理制御部６０１には、冊子Ｓが中綴じ製本部８００で作成されて第２折り搬送
ローラ対８１２ａ、８１２ｂで角付け処理装置６００の冊子受け取り部６１０に排出され
る前に、冊子Ｓのシート枚数、シートサイズ、作成する冊子数が通知される（Ｓ３）。角
付け処理制御部６０１は、通知されたシート枚数が１１枚以上であるか否かを判断する（
Ｓ４）。角付け処理制御部６０１は、冊子Ｓのシート枚数が１０枚以下であった場合（Ｎ
Ｏ）は、角付け処理無しモードを選択し（Ｓ５）、冊子Ｓのシート枚数が１１枚以上であ
った場合（ＹＥＳ）は、角付け処理有りモードを選択する（Ｓ６）。
【００６１】
　図１４は、角付け処理無しモードが選択された場合の角付け処理制御部６０１の制御工
程を示すフローチャートである。図１４に示されるように、角付け処理制御部６０１は、
受け取り部６１０の搬送経路の両側に配設されたサイドガイド対６１２を冊子サイズに合
わせて待機位置へ移動する（Ｓ２１）。角付け処理制御部６０１は、中綴じ製本部８００
からの冊子Ｓが排出された旨の通知を受けると（Ｓ２２）、駆動モータＳＭ１を駆動して
下搬送ベルト６１１を回転させて（Ｓ２３）、冊子Ｓを搬送する。
【００６２】
　角付け処理制御部６０１は、入口検知センサ６１５がＯＮ（オン）したか否かを判断す
る（Ｓ２４）。ＹＥＳの場合には、角付け処理制御部６０１は、出口検知センサ６１６が
ＯＮ（オン）したか否かを判断する（Ｓ２５）。ＹＥＳの場合には、シート束の検知結果
を受信後に、冊子Ｓの搬送を一旦停止する（Ｓ２６）。なお、Ｓ２４、Ｓ２５の工程に関
しては、ＮＯの場合には、角付け処理制御部６０１は同一の制御工程（Ｓ２４、Ｓ２５）
を再度辿る。Ｓ２６の後、角付け処理制御部６０１は、駆動モータＳＭ２の駆動力に基づ
いてサイドガイド対６１２によって冊子Ｓの配置を整合させる（Ｓ２７）。
【００６３】
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　角付け処理制御部６０１は、駆動モータＳＭ４をＯＮ（オン）して、搬送部６２０及び
搬送部６６０を駆動させる（Ｓ２８）。角付け処理制御部６０１は、受け取り部６１０の
上流に配置された搬送爪６１３及び下搬送ベルト６１１を駆動させ、駆動モータＳＭ３の
駆動により搬送爪６１３を駆動させ、冊子Ｓの搬送動作を再開する（Ｓ２９）。
【００６４】
　角付け処理制御部６０１は、出口検知センサ６１６がＯＦＦ（オフ）か否かを判断する
（Ｓ３０）。ＹＥＳの場合には、冊子Ｓの排出が検知されたこととなり、角付け処理制御
部６０１は、搬送爪６１３をシート搬送方向の上流に退避させる（Ｓ３１）。ＮＯの場合
には、角付け処理制御部６０１は再び同一の制御工程（Ｓ３０）を辿る。
【００６５】
　角付け処理制御部６０１は、搬送部６２０及び搬送部６６０で搬送された冊子Ｋがコン
ベアベルト６７１へ排出されて冊子Ｋは順次瓦積み状に重ねられていく。排出検知センサ
６６４は冊子Ｋが排出されたか否かを検知する（Ｓ３２）。ＹＥＳの場合には、角付け処
理制御部６０１は、駆動モータＳＭ４をＯＦＦ（オフ）し、搬送部６２０及び搬送部６６
０の駆動を停止する（Ｓ３３）。ＮＯの場合には、角付け処理制御部６０１は、再び同一
の制御工程（Ｓ３２）をたどる。
【００６６】
　角付け処理制御部６０１は、搬送部６２０及び搬送部６６０の駆動を停止（Ｓ３３）し
た後に、排出された冊子Ｋが最終の冊子Ｋか否かを判断する（Ｓ３４）。角付け処理制御
部６０１は、ＹＥＳであれば、ジョブを完了し（Ｓ３５）、ＮＯであれば、再びＳ２１か
ら制御工程を辿る。
【００６７】
　図１５は、角付け処理有りモードが選択された場合の角付け処理制御部６０１の制御工
程を示すフローチャートである。図１５に示されるように、角付け処理制御部６０１は、
受け取り部６１０の搬送経路の両側に配設されたサイドガイド対６１２を冊子サイズに合
わせて待機位置へ移動する（Ｓ５１）。角付け処理制御部６０１は、切替ユニット６５７
によってストッパ片６４９ａに切り替え、移動ユニット６５６ａ、６５６ｂが位置決め位
置へ移動する（Ｓ５１）。位置決め位置は冊子Ｓのサイズによって変わる。冊子Ｓの折り
頂部Ｔがストッパ片６４９ａ、６４９ｂに突き当たったときにストッパ片６４９ａ、６４
９ｂは回転せず、移動ユニット６５６ａ、６５６ｂの移動方向に対して冊子Ｓの折り頂部
Ｔが平行に維持されるように設定されている。
【００６８】
　角付け処理制御部６０１は、中綴じ製本部８００からの冊子Ｓが排出されたことを通知
されると（Ｓ５２）、駆動モータＳＭ１の駆動に基づいて下搬送ベルト６１１を回転させ
る（Ｓ５３）。角付け処理制御部６０１は、冊子Ｓを搬送し、入口検知センサ６１５がＯ
Ｎ（オン）したか否かを判断する（Ｓ５４）。角付け処理制御部６０１は、ＹＥＳの場合
には、冊子Ｓを搬送し、出口検知センサ６１６がＯＮ（オン）したか否かを判断し（Ｓ５
５）、ＮＯの場合には、再び同一の制御工程（Ｓ５４）をたどる。
【００６９】
　角付け処理制御部６０１は、出口検知センサ６１６がＯＮ（オン）したか否かを判断し
た結果（Ｓ５５）、ＹＥＳの場合には、駆動モータＳＭ１の駆動を停止して受け取り部６
１０の下搬送ベルト６１１の回転を一旦停止する（Ｓ５６）。ＮＯの場合には、再び同一
の制御工程（Ｓ５５）を辿る。下搬送ベルト６１１の停止後に、角付け処理制御部６０１
は、駆動モータＳＭ２の駆動に基づいてサイドガイド対６１２により冊子Ｓの整合動作を
行う（Ｓ５７）。
【００７０】
　角付け処理制御部６０１は、駆動モータＳＭ４をＯＮ（オン）して駆動して、搬送部６
２０及び搬送部６６０を駆動する（Ｓ５８）。角付け処理制御部６０１は、駆動モータＳ
Ｍ１をＯＮ（オン）して駆動して、受け取り部６１０の下搬送ベルト６１１を回転させる
（Ｓ５９）。また、角付け処理制御部６０１は、駆動モータＳＭ３をＯＮ（オン）して駆
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動して、受け取り部６１０の上流に配置された搬送爪６１３及び下搬送ベルト６１１によ
って、冊子Ｓの搬送を再開する（Ｓ５９）。
【００７１】
　角付け処理制御部６０１は、出口検知センサ６１６がＯＦＦ（オフ）されたか否かを判
断する（Ｓ６０）。角付け処理制御部６０１は、ＹＥＳの場合には冊子Ｓが排出されたこ
とを検知したこととなり、搬送爪６１３をシート搬送方向Ｘの上流に退避させ（Ｓ６１）
、ＮＯの場合には、再び同一の制御工程をたどる（Ｓ６０）。
【００７２】
　角付け処理制御部６０１は、搬送爪６１３をシート搬送方向Ｘの上流に退避させた結果
（Ｓ６１）、位置決め検知センサ６２６がＯＮ（オン）したか否かを判断する（Ｓ６２）
。角付け処理制御部６０１は、ＹＥＳの場合には、位置決め検知センサ６２６は、搬送部
６２０で搬送された冊子Ｓを検知したこととなり、駆動モータＳＭ４をＯＦＦ（オフ）し
て、搬送部６２０及び搬送部６６０の駆動を停止させる（Ｓ６３）。ここから先のフロー
に関しては、図１６～図１８を参照しつつ説明する。
【００７３】
　図１６は、ストッパ片６４９ａ、６４９ｂが冊子Ｓの折り頂部Ｔを受け止める状態を示
す角付け処理装置６００の構成を示す断面図である。図１７は、第１圧接片６５０が冊子
Ｓの折り頂部Ｔを圧接する状態を示す角付け処理装置６００の構成を示す断面図である。
図１８は、第２圧接片６５１が冊子Ｓの折り頂部Ｔを圧接する状態を示す角付け処理装置
６００の構成を示す断面図である。図１６に示されるように、冊子Ｓの折り頂部Ｔがスト
ッパ片６４９ａ、６４９ｂに突き当たり、冊子Ｓの折り頂部Ｔが下側保持板６３１及び上
側保持板６３３のシート搬送方向Ｘの下流端部から出っ張らない位置に冊子Ｓが位置決め
されている。角付け処理制御部６０１は、下側保持板６３１及び上側保持板６３３の間か
ら外れた位置（下側保持板６３１及び上側保持板６３３の脇に位置）すなわち待機位置に
移動ユニット６５６ａ及び移動ユニット６５６ｂを移動させる（Ｓ６４）。角付け処理制
御部６０１は、駆動モータＳＭ５の駆動によって保持ベース６３２を下位置に移動して（
Ｓ６５）、下側保持板６３１及び上側保持板６３３により冊子Ｓの折り頂部Ｔを押圧保持
する。角付け処理制御部６０１は、冊子Ｓを押圧保持した状態の上側保持板６３３の位置
を厚さ検知センサ６８１により検知し（Ｓ６６）、これにより冊子Ｓの厚さが測定される
。
【００７４】
　次に、角付け処理制御部６０１は、冊子Ｓの厚さが前述のＴ２からＴ３の範囲であった
場合は第１圧接片６５０に切り替えられ（Ｓ６７）、冊子Ｓの厚さが前述のＴ４からＴ５
の範囲であった場合は第２圧接片６５１に切り替える（Ｓ６８）。そして、角付け処理制
御部６０１は、移動ユニット６５６ａを移動し（Ｓ６９）、冊子Ｓの折り頂部Ｔを角付け
処理するように第１圧接片６５０又は第２圧接片６５１の駆動を制御する。この過程は、
図１７（ａ）及び図１８（ａ）に示される。図１７（ａ）は第１圧接片６５０で角付け処
理している状態を示しており、図１８（ａ）は第２圧接片６５１で角付け処理している状
態を示している。
【００７５】
　このように、冊子Ｓの折り頂部Ｔは下側保持板６３１及び上側保持板６３３で囲まれる
ことに加え、第１圧接片６５０又は６５１で囲まれるから、必要以上の圧接力が折り頂部
Ｔに加えられることはなく、冊子Ｓの厚さと略等しい幅の平滑面が形成される。したがっ
て、冊子Ｓの背部は不用意に変形することはない。また、ストッパ片６４９ａ、６４９ｂ
により冊子Ｓの厚さによらず位置決めする位置を同じにして、圧接片の厚さと直径により
、薄い冊子Ｓに比べて厚い冊子Ｓの押し込み量が常に大きくなるように設定する。そして
、薄い冊子Ｓの過度の変形や厚い冊子Ｓの変形不足を回避することで、安定して見栄えの
良い冊子Ｓが作成される。
【００７６】
　角付け処理制御部６０１は、移動ユニット６５６ａの移動を完了すると、保持ベース６
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３２を上位置へ移動し（Ｓ７０）、下側保持板６３１及び上側保持板６３３を離間させる
。そして、角付け処理制御部６０１は、駆動モータＳＭ４の駆動に基づいて搬送部６２０
及び搬送部６６０を駆動し（Ｓ７１）、搬送部６６０で搬送された冊子Ｋがコンベアトレ
イであるコンベアベルト６７１へと排出される。この過程は、図１７（ｂ）及び図１８（
ｂ）に示される。角付け処理制御部６０１は、排出検知センサ６６４が冊子Ｋの排出が完
了したかを検知したか否かを判断する（Ｓ７２）。角付け処理制御部６０１は、ＹＥＳの
場合には、駆動モータＳＭ４の駆動によって搬送部６２０及び搬送部６６０の駆動を停止
する（Ｓ７３）。コンベアベルト６７１に排出された冊子Ｋは、順次瓦積み状に重ねられ
ていく。角付け処理制御部６０１は、排出された冊子Ｋが最終の冊子Ｋか否かを判断し（
Ｓ７４）、ＹＥＳの場合には、ジョブを終了し（Ｓ７５）、ＮＯの場合には、再びＳ５１
の制御工程へと戻る。
【００７７】
　本実施の形態において、角付け処理するのに冊子Ｓの厚さにかかわらず同じ位置に冊子
Ｓを位置決めし、薄い冊子Ｓには厚さが小さく直径が小さい第１圧接片６５０を使用し、
厚い冊子Ｓには厚さが大きく直径が大きい第２圧接片６５１を使用する。これにより、冊
子Ｓの厚さに応じて押し込み量を変更することで、薄い冊子Ｓには押し込み量が小さくな
るように設定し、厚い冊子Ｓには押し込み量が大きくなるように設定できる。その結果、
薄い冊子Ｓの折り頂部Ｔの過度の変形や厚い冊子Ｓの折り頂部Ｔの変形不足を回避し、角
付け処理された冊子Ｓの形状の安定化を図ることができる。また、冊子Ｓの位置決め位置
を一定にすることで、シート搬送方向Ｘにストッパ片６４９ａ、６４９ｂを駆動させる必
要がなく、複写装置１０００及び角付け処理装置６００の簡略化、制御の簡略化が実現さ
れる。
【００７８】
　このように本実施の形態によれば、折り頂部Ｔが膨らむ現象は抑制される。すなわち、
下保持面６３１ａ及び上保持面６３３ａの間に第１圧接片６５０又は第２圧接片６５１が
進入して冊子Ｋの折り頂部Ｔを圧接する。そのために、圧接された冊子Ｋの折り頂部Ｔが
冊子Ｋの外側へ広がり、角付けされた面の幅が冊子Ｋの厚さより大きくなる現象は抑制さ
れる。
【００７９】
　［第２実施形態］
　上述したように、第１の実施形態では冊子Sの厚さに応じて厚さ（高さ）と直径の異な
る圧接片を切り替えて角付け処理する場合について述べた。第２の実施形態では、冊子Ｓ
の厚さに応じて厚さ（高さ）は異なるが、直径が同じ圧接片である第１圧接片８５０及び
第２圧接片８５１を用いた場合について説明する。なお、第２実施形態において、上記第
１の実施形態と同一の構成については、同一符号を付して説明を省略する。図１９は、本
発明の第２実施形態におけるストッパ片６４９、第１圧接片８５０、第２圧接片８５１と
折り頂部Ｔとの関係を示す要部拡大図である。
【００８０】
　図１９に示すように、本実施の形態において、下側保持板６３１、上側保持板６３３を
有する保持ユニット６３０は、第１圧接片８５０や第２圧接片８５１に対して距離を変更
可能なように図中矢印Ｃの方向に不図示の駆動源によりスライドできるようになっている
。第１圧接片８５０と第２圧接片８５１は、厚さにおいてはＨ２とＨ３とで異なっている
が、直径はＤ４で同じである。本実施の形態では、冊子Ｓの厚さがＴ２～Ｔ３の場合は第
１圧接片８５０により変形量（押し込み量）Ｐ４で、冊子Ｓの厚さがＴ４～Ｔ５の場合は
第２圧接片８５１で、保持ユニット６３０がスライドすることで、変形量（押し込み量）
はＰ５でそれぞれ角付け処理する。
【００８１】
　ここでは、冊子Ｓの厚さを２つの範囲に分け、２種類の厚さ（高さ）の異なる圧接片を
使用した例を述べたが、これに限定されるものではない。第１実施の形態同様、冊子の厚
さの場合分けを３つ４つとさらに細かくして使用する圧接片の種類を増やしてもよい。逆
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【００８２】
　また、圧接片と保持ユニット６３０の距離を、保持ユニット６３０がスライドすること
により変更したが、角付けユニット６４０が保持ユニット６３０に対してスライドするこ
とにより変更してもよい。すなわち、角付けユニット６４０と保持ユニット６３０の少な
くとも一方がスライドすれば良い。
【００８３】
　上述した第１及び第２の実施形態においては、中綴じ製本部８００で作成される冊子Ｓ
をシートの１枚から２５枚までの二つ折りした冊子Ｓとして説明したが、中綴じ製本部８
００の能力によってシート枚数を変えてもよい。また、角付け処理される冊子Ｓを１１枚
以上のシートを二つ折りした冊子として説明したが、メディアの坪量や厚さによってシー
ト枚数を変更してもよく、本発明を何ら限定するものではない。また、角付け処理される
冊子の厚さによって２つに場合分けする。２種類の厚さ（高さ）と直径の違う圧接片を使
用して角付け処理するように説明したが、場合分けを細かくして使用する圧接片の種類を
増やしてもよく、本発明を何ら限定するものではない。また、本実施の形態においては、
冊子Ｓの厚さをセンサで検知して場合分けしたが、メディアの坪量、厚さ、シート枚数な
ど、冊子Ｓの厚さを決め得る条件から場合分けを行ってもよい。
【符号の説明】
【００８４】
　６３１　　　下側保持板（保持手段）
　６３３　　　上側保持板（保持手段）
　６３１ａ　　下保持面（保持面）
　６３３ａ　　上保持面（保持面）
　６４４　　　切替ベース（切替手段）
　６４５　　　スライドネジ（切替手段）
　６５０　　　第１圧接片（第１の圧接部材）
　６５０ｐ　　第１圧接位置
　６５１　　　第２圧接片（第２の圧接部材）
　６５１ｐ　　第２圧接位置
　６５２ａ　　タイミングベルト（移動手段）
　６５２ｂ　　タイミングベルト（移動手段）
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